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三越伊勢丹ホールディングスがベンチャー支援型の国内最大級ファンド
“WiL 1号ファンド”への出資を決定

～ベンチャー支援会社や出資各社との連携により、成長戦略を加速させる新事業を創出～

三越伊勢丹ホールディングス（本社：東京都新宿区、代表取締役社長：大西洋）はこの度、日本最

大級のベンチャー支援会社WiL, LLC（以下、WiL）が設置した「WiL Fund Ⅰ, L.P. （以下、WiL１号

ファンド）」に出資することを決定いたしましたのでお知らせいたします。

１．出資の背景

三越伊勢丹グループは「高収益で成長し続ける世界随一の小売りサービス」となることをめざし、

お客様への新たな経験価値のご提供を実現するため、従来の概念やビジネスモデルにとらわれな

い新しい事業の創出に挑戦しています。

その実現の一環として、国内外のベンチャー企業との戦略的提携を検討していくこととなり、

日本最大級のベンチャー支援会社であるWiLによるベンチャーキャピタル「 WiL１号ファンド」へ

出資することといたしました。

２．出資の目的

WiL１号ファンドへの参画は、主に以下の件を狙いとしてまいります。

■グローバルかつ最先端の情報の入手

日本および米国シリコンバレーに本拠を置くWiLとの交流を通じて、ベンチャービジネスをは

じめとした世界的なネットワークとの関係構築や、ベンチャー等に関するに最新情報を入手する

ことができ、新規事業の創出をはじめとした当社の今後の経営に有効に活用できると考えます。

■オープンイノベーションによる当社事業の強化と新たな収益事業の創出

WiL１号ファンドの出資により育成される国内外の有望ベンチャー企業との提携や、日本のベ

ンチャー投資分野において高い実績を挙げてきたメンバーにより構成されるWiLの事業開発力の

活用、そして出資社の一員として日本を代表する他出資企業とのさまざまな分野での連携により、

当社のコア事業である百貨店業の強化・発展や、これまでにない新たな収益事業の創出につなが

るオープンイノベーションが期待できると考えます。

具体的には、進化するEコマースによる買物体験の変化や、SNS等のインターネットメディアに

よる新たなコミュニケ－ションの開発などのほか、百貨店コアビジネス以外の分野も含めた幅広

い視野で新たな収益事業の創出を目指します。

※オープンイノベーション：外部の開発力やアイディアを活用することで、自社の課題を解決し、これ

までにない価値を生み出すこと。

■次世代を担う当社人材の育成

WiL１号ファンドによる投資、および事業開発プロセスを通じ、当社内においてグローバルな

視点を持つ起業家人材の育成が期待できると考えます。
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４．WiLの概要

会社名 ： WiL,（World Innovation Lab） LLC

所在地 ：本社、米国シリコンバレー及び東京都港区

共同創業者 ：伊佐山 元氏、西條晋一氏、松本真尚氏

特徴・主な事業内容：日本大手企業の出資による日本最大級のベンチャー支援企業。

ベンチャー企業の発掘、育成、投資を行う。

５．WiL１号ファンドの概要

名称 ：WiL FUND I,L.P.

運用者 ：WiL, LLC

投資対象分野：次世代コマース、次世代メディア、エンターテイメント、ゲーム、

コンスーマー向け製品（家電、自動車、住宅、ウェアラブル等）、

ビッグデータ、クラウドサービス 等

（および出資企業に関する技術・サービス分野）

運用期間 ：10年

ファンド規模：３億ドル（2013年12月現在）

３．契約締結の日程

契約締結日：2014年１月21日（火）


